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90万円　（入学金20万円、授業料60万円、教育・設備充実費10万円）

下記の奨学金をはじめ、各都道府県および諸団体法人で運営している奨学金が利用できます。

学費（初年度）

奨学金制度

名　称 金　額 種　類

鳥取県看護職員修学資金

日本学生支援機構奨学金

月額　8.3万円 

    月額
  〈第1種〉5万円、8.8万円　
  〈第2種〉5万円～15万円

貸与〈第1種〉無利子
　　〈第2種〉有利子

貸与

※鳥取県内就業5年経過後、全額免除

Tottori College of Nursing Graduate School鳥取看護大学 検索

マスコットキャラクター

「かんとりぃ☆」

本学は、地域に根ざしたヒューマンケアを実現するために、以下の３つの人材育成を
教育の基本理念として掲げます。

１．専門的な基礎知識と技能を持ち、豊かな人間性で患者に寄り添う人材 
　　　感性豊かなコミュニケーション力、人間に対する深い洞察力、社会的倫理観、
　　　そして人に寄り添う温かい感性を持つ人材を育成します。

２．地域医療・在宅医療を支える人材 
　　　地元山陰の地域特性を踏まえて、高度医療はもちろんのこと、地域医療・在宅
　　　医療を支え、多職種と連携・協働する人材を育成します。

３．地域で働くことに喜びと誇りを持つ人材 
　　　地元に愛着と誇りを持ち、地域のさまざまな医療分野で人びとの命と健康を
　　　支えることに喜びを感じる人材を育成します。

教育理念

入学定員／５名
修業年限／２年
　　　　　※長期履修制度あり

学　位　／修士（看護学）

大学院概要

鳥取看護大学大学院

令和６年度入学者用

Graduate School of Nursing Science

＊

社会人学生（現役看護職の方など）は、研究活動・学修活動の時間が限られ、年間に修得できる単位
数にも限りがあることが想定されます。そのような方は、「長期履修制度」を活用することができま
す。「長期履修制度」とは標準修業年限２年のところを、３年または４年と予め設定して計画的に履
修することができる制度です。
なお、授業料については、標準の修業年限（２年）に支払うべき授業料総額を、あらかじめ設定した
修業年限（３年または４年）で分割して支払うことが可能です。

授業は、履修する学生の勤務状況等を考慮し、平日の夜間及び土曜日開講、集中講義などを組み入れ
学修しやすい時間割の設定に配慮します。

４年制大学の卒業生、短期大学や専修学校の卒業生で一定の要件　を満たす者　等
　＊上記一定の要件を満たす者に関しては、入学者選抜・学生募集要項をご覧ください

※出願前に必ず「出願前相談」を行ってください。
※Ⅰ期の入学者選抜試験において定員を満たした場合、Ⅱ期の入学者選抜試験を実施しないことが
　あります。

「一般選抜」および「社会人選抜」

Ⅰ期
11月1日(水)
　～ 11月8日(水)

12月4日(月)
　～ 12月15日(金) 【必着】

2月26日(月)
　～ 3月8日(金) 【必着】

11月19日(日)

2月18日(日)

12月3日(日)

2月25日(日)2月1日(木)
　～ 2月9日(金)

Ⅱ期

※詳しい内容は「令和６年度　鳥取看護大学大学院
　入学者選抜・学生募集要項」をご覧ください。

社会人入学生への配慮

出願資格と入学者選抜試験

長期履修制度

出願資格

入学者選抜試験日程

出願期間 試験日 合格発表 入学手続期間

夜間開講
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　看護学の研究的背景を基盤に、日本・海外の如何にかかわらず、対象の属する文化・社会的
背景と健康問題や健康に関する強みを理解した上で、それぞれの専門分野の視点からケアを構
築する研究的視点を持つ実践看護者の養成を行う。このような意図の下、【看護教育学】【地
域包括ケア】【メンタルヘルスケア】【看護イノベーション】【公衆衛生看護】【母性看護】
【小児看護】【療養支援看護】【感染管理看護】【看護生体】の10コースを配置します。

看護学の研究的視点を持ちながら地域に浸透して自身の専門性を活かしたケアを構築し、地域ととも
に歩む実践看護者の養成をめざし、「基盤科目」「専門科目」「特別研究科目」と段階を踏んで学び
ます。その具体的な科目は以下の通りです。

看護理論

看護倫理学特論 保健統計学特論 形態機能学特論

看護病態学特論 がん看護論 地域イノベーション看護論

看護コンサルテーション論 看護職発達支援特論 国際看護特論

看護研究方法論 Glocal Nursing Field Work

看護教育学特論Ⅰ

地域包括ケア特論Ⅱ

特別研究

地域精神看護特論Ⅰ 地域精神看護特論Ⅱ

母性・小児看護学特論Ⅰ 母性・小児看護学特論Ⅱ 療養支援看護特論Ⅰ

療養支援看護特論Ⅱ 感染管理看護特論Ⅰ 感染管理看護特論Ⅱ

看護生体特論Ⅰ 看護生体特論Ⅱ

看護教育学特論Ⅱ 地域包括ケア特論Ⅰ

教育課程表

教育の特色

育成する人材像

看護職は、現場において看護者として、教育者として、学習者として日々、生涯発達を遂げ
ています。看護基礎教育における教育方法、臨地実習指導方法および看護継続教育における
看護職の発達支援に関する研究、広く基礎看護学領域の研究テーマを取り扱い、看護学教育
の質的向上を目指した研究活動に取り組んでいきたいと思います。

超高齢社会、多死社会を迎えた今、在宅ケアは、地域で暮らす人々の生命だけだはなく、生
活者として包括的に人を見る力が求められます。在宅ケアの様々な視点をテーマに研究に取
り組めます。

看護教育学

地域包括ケア

精神保健看護学に関する研究をテーマとします。精神保健看護学領域において対象となる人、
およびその援助者、その両者への援助方法や教育方法について、現状の改善に少しでも貢献す
ることを目標に研究できればと思います。

メンタルヘルスケア

看護基礎教育および看護継続教育における教育方法、臨地実習指導方法などに関する研究や、
地域包括ケアシステムにおける「まちの保健室」のあり方、地域リソースを活性化させるため
の取り組みについて関する研究をテーマとして設定します。

看護イノベーション
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地域の健康づくりやQOLの向上を目指した公衆衛生看護活動に関することをテーマとします。
ヘルスプロモーションの推進、ソーシャルキャピタルの醸成などにより人々のエンパワメント
につながる研究ができればと思います。

令和５年度　未開講

公衆衛生看護

母性看護

小児看護に関する研究をテーマとします。子どもと家族の看護に関する課題、小児看護の技、
心身障碍児と家族、また子どもの「健康をつくる力」の育成など健康な子どもと家族について
も研究テーマとして設定できます。

小児看護

がん患者をはじめとした療養上の看護支援を必要とする健康上の問題を持つ人々のQOLを高
めることを志向した健康回復、健康維持への援助についての研究テーマを設定します。

療養支援看護

令和５年度　未開講

感染管理看護

得られた知見を看護実践や健康増進に活用することを目的とする、看護の視点に立った人体
の構造・機能に関する研究をテーマとします。解剖学研究、解剖生理学（形態機能学）教育
に関する研究も行うことができます。

看護生体

10コースの内容

　本研究科は、2019年4月に開設され、2021年3月にはじめての修了生を輩出しました。開

設以来、看護の現場を担う院生たちは、日常の疑問や課題を研究的姿勢で探究され、専門

領域の経験と知見を有する教員や院生同士での活発な討議による『知』の融合がなされて

きました。看護学…重みのある深い学問領域であり、人々の健康に向かう魅力的な学問で

す。看護のメタパラダイムといわれる「人間」「環境」「健康」「看護」の一つ一つへの

理解には際限はなく、語りつくせないくらい、ダイナミックで知的好奇心が揺さぶられま

す。看護学研究科は、思考過程と実践過程の弾力的なフットワークを磨く創造的で開発的

な学びの場です。わくわくする「看護学の『知』」の探究の過程をともに学び合いましょ

う！

　やりたいことはやりたい、何事も納得したい性格です。看護師として多忙な日々に追われ

「もっと良いやり方があるはず。視点を変えたい、より柔軟な思考を身につけたい」と感じ

て、大学院進学を決めました。大学院では自分が気になることを追究できます。臨床経験に照

らすといっそう思索が深まり、先生方と議論できるのも楽しくて仕方ありません。授業は仕事

の後なので疲れているはずなのに、目が冴えてあっという間の90分です。院生になってか

ら、職場で相談を受ける機会が増えました。私が看護の現場で抱いた疑問、課題の解決法を見

つけて他の職員に示し、誰もが看護の面白さを楽しみ続けながら働けたらと願っています。

「看護学の『知』」の探究… ともに学び合いましょう☆

日々の「なぜ？」を追究し、
本来のおもしろさを楽しめる看護へ

平田 奈津子さん
（令和4年度入学 4期生）

研究科長
古都 昌子 教授

　ケアマネージャーとしてのキャリアを家庭の事情で中断していた時期、縁あって鳥取看護大

学の実習助手として勤務する中で、看護学教育の深さに触れることができました。教育の場で

は今まで自分が培ってきたことが原点になる、だからこそ足りない部分を学びたいという気持

ちがあり、大学院進学を決めました。看護理論、看護病態学…どの科目も興味深く、看護を実

践するうえでこれらの知識がどれだけ大切かを改めて実感する日々です。大学院での学びを通

して広い視野から自身の経験をとらえなおし、一人ひとりの学生の個性を大切にしながら良い

ところを伸ばしていける教育者として、新たなキャリアを築いていければと考えています。

地域で培ってきた経験を
広い視野から新しくとらえなおしています

河本 司真子さん
（令和4年度入学 4期生）

大学院生メッセージ


